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1．はじめに

事業改革，製品やサービスの開発などのビジネス・イ

ノベーションを実現するために，超上流の技法が注目さ

れている．超上流工程を確実に遂行し，課題に対する解

決策（ソリューション）の実現を図るため，JISA（情報

処理サービス産業協会）により策定された日本発で世

界的に注目を集めている要求工学知識体系REBOKに基

づき，超上流工程の実践手法HyThologyを開発した[1]． 

　HyThologyは2012年4月の公開後，80プロジェクトに

その技術を提供し，社内のみならず超上流工程に取り組

むユーザ企業からも計画的に作業を遂行できる手法とし

て好評を得ている．本論文では，HyThologyの開発の狙

いと実践における課題と対策を紹介し，超上流工程を成

功させるために必要な施策を明らかにする．

2．超上流工程の重要性と成功要因

超上流工程は，IPA（独立行政法人情報処理推進機構）

/SEC（ソフトウェア・エンジニアリング・センター）発

行の共通フレーム2007で規定されるシステム化構想の

立案～システム化計画の立案～要件定義工程を指す[2]．
共通フレーム2007では，超上流工程は企画プロセス

と要件定義プロセスから構成される．企画プロセス（シ

ステム化構想の立案～システム化計画の立案）とは，ユ

ーザ企業において，事業戦略を具体化し実現策を企画，

投資と効果の承認を得てプロジェクトを発足させるまで

の作業である．要件定義プロセスは個々のプロジェクト

で，さまざまなステークホルダから要求を獲得，要件と

して定義し，設計・開発作業に繋げるまでの工程である

（図 1）．

日経コンピュータ誌の調査によると，システム開発プ

ロジェクトで成功する割合はわずかに31%にとどまって

おり，失敗の原因は仕様変更の多発などの超上流工程の

品質に起因している[3］．超上流工程は，後続する開発

プロジェクトの成功を左右するばかりでなく，IT投資

効果を決定する重要な工程である．

JUAS（日本情報システムユーザ協会）発行の企業 IT

動向調査2012[4]では，超上流工程に注力することが，

システム化プロジェクトが成功し，運用でその目的を達

成する大きな要因であることを示している．加えて，ビ

ジネスで真に効果を上げるための品質確保の決め手とし

て，IT投資の効果を決めるものは超上流工程であるこ

とを指摘し，経営者の主体的で責任ある関与を求めて 

いる．

近年，ユーザ企業・ITベンダともに，超上流工程の

重要性が認識されてきているが，さまざまな手法が提案
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され技法として確立されていない状況である．

2.1　超上流に必要なスキル
超上流工程を成功させるためには何が必要であるか？

超上流工程で活躍するコンサルタントに必要とされる

スキルは表 1のようにまとめられる．

クーバー [6]によれば，コンサルタントには知的能力

と個人的属性が素質として必要とされ，個人特性と適性，

態度・姿勢，知識およびスキルを持つこと（コンピテン

シー）が期待されている．しかしこれらの事項には，コ

ンサルタントが長年の経験から獲得したヒューマンスキ

ル（属人的なスキル）が多く，その実体を理解し共有す

ることは，容易ではない．

筆者らは，超上流工程を遂行するために必要なスキル

の可視化にあたり要求知識体系REBOKを用いることと

した．これは，REBOKがソフトウェア工学の知見やベ

ストプラクティスを再現可能な知識として体系化するこ

とを目的としており[1]，我々のニーズに合致している

ためである．さらに，我々は，超上流のスキルを活用で

きる高度 IT人財を組織的に育成することにより，企画

～開発～運用・保守そして次の企画という一連のライフ

サイクル・プロセスに対し，ユーザ企業を一環してサポ

ートするワンストップ・サービス（ハイブリッドインテ

グレーション）の提供を図っている．図 2にハイブリッ

ドインテグレーションのイメージを示す．

 

2.2　ユーザ企業とベンダの協働
超上流工程を実施するにあたっての課題を表 2に示す．

戦略の具体化・業務改革の実現を図るためには，多様

なステークホルダ要求を獲得・分析し，要求定義を完遂

する必要がある．しかし一般の企業においては，IT部

門の担当者が超上流工程からプロジェクトを経験する機

会は稀になっている．また，超上流工程ではビジネスニ

ーズの実現手段として ITの効果的な活用，さらには IT

を活用した新たな価値の創造が求められており，より高

度な ITリテラシーが要求されている．これらの課題に

ユーザ企業の IT部門が単独で対応するためには，堅固

な体制と豊富な人的資源が必要である．しかし，十分な

対応体制をとることは，現実には難しい．

他方，複数のユーザ企業をサポートする立場の ITベ

ンダであれば，超上流工程を経験する機会も多く，人

財・ベストプラクティスなどを提供することが可能であ

る．ITの動向や活用に関しても，知見を提供すること

ができる．ITベンダにとっても，要求定義の品質が向

上することで，後続する開発プロジェクトをより確実に

遂行することができる．加えて，ユーザ企業の要求を正

しく理解することで，ステークホルダから期待される経

営面・業務面での成果の実現を図ることができる．ユー

ザ企業と ITベンダがお互いの得意なスキルを持ち寄り，

協働作業として超上流工程を推進することが，高度化す

る作業を完遂し要求品質を確保するために効果的な方策

である．

筆者らは，超上流工程の抱える課題の解決策として，

共通フレーム2007の提唱するユーザ企業・ベンダのプ

ロセスの可視化，言葉の共通化，物差しの共通化[2]を

項目［出典］ スキル
コンサルタント
としての資質 [5]

プロフェッショナルマインド，思考力（論理
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表 2　超上流工程での課題

図 2　ハイブリッドインテグレーション
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さらに進め，ユーザ企業と ITベンダが協働で要求品質

の向上と超上流工程の完遂を果たすことを，超上流工程

に取り組むゴールイメージに設定した（図 3）． 

3．要求開発手法 HyThology の開発 ～ REBOK
の実践

超上流工程をユーザ企業と ITベンダが協働し成功さ

せるためには，そこでの作業や目的・ゴール・用語など

を共有することが必要である．作業のプロセスを明らか

にした上で，各々が果たす役割を明確にし，計画的に

プロジェクトを推進することで，プロジェクトが成功

に導かれる．この考え方に沿って，超上流工程でのプ

ロセスと活用する技法を可視化するべく，要求開発手

法HyThologyを開発した．HyThologyの策定にあたって

は，CMMI（Capability Maturity Model Integration:能力成

熟度モデル統合）のプロセス改善手法の考え方を適用し

た．CMMIでは，ソフトウェアの開発プロジェクトにお

いて，コストとスケジュールと品質の3要素（QCDと略）

が目標を達成したときに成功とされる．プロジェクトの

失敗の多くは，そこで使われるプロセスが不適切である

ことによるものであり，プロジェクト成功のためには使

用するプロセスが重要な要素とされる．適切なプロセス

モデルが選択され，それが正しく運用されたならば，プ

ロジェクトが成功する確率は飛躍的に高まることになる

[7],[8]．ベストプラクティスに基づく超上流工程のプロ

セスモデルを策定しそれを活用することが，超上流工程

を成功させる方策である．

3.1　REBOK 実践の課題
超上流工程でのプロセスモデルを検討するにあたり，

筆者らは，従来の開発プロセスとの整合性を維持するた

めに，広くビジネス要求からソフトウェア要求までを対

象としているREBOKを基に体系化することが相応しい

と考えた．REBOKの要求工学（要求開発）プロセスを

図 4に示す．

REBOKの目指す属人性を低減し再現性ある技術の組

織的な体系化と，ビジネスからソフトウェア要求までを

対象としていること[1]が，ユーザ企業の IT関係者およ

び ITベンダには最適である .ただしREBOKは知識体系

であって，実際の作業や技法の手順を示すものではない．

REBOKを実践するためには，その内容を具体化するこ

図 3　超上流工程でのゴールイメージ

図 4　REBOK の要求工学（要求開発）プロセス
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図 5　REBOK 実践の課題

とが必要である．REBOK実践の課題を図 5に示し内容

を説明する．

課題１ REBOKなどの知識体系は汎用性を持たせる

ために，モデルや記述が抽象的になる．経験の少ない

者が理解し活用するためには，その内容を具体化する

必要がある．

課題２ 超上流工程では，中核となる作業はREBOK

で示される要求工学プロセスである．一方，超上流工

程の実務作業は，計画・立ち上げ・実行・管理という

プロジェクトライフサイクルで進められる．要求工学

プロセスをプロジェクトライフサイクルに当てはめ，

プロセスモデルとすることが必要である．

課題３ REBOKなどの知識体系は，網羅性から多数

の技法を記載している．しかし，実務においては少数

であってもベスト・プラクティスを提供することが，

実践しやすい．

これらの課題に対し筆者らは，日本の IT業界でのデ

ファクトスタンダードである共通フレーム2007に沿っ

て先進プロジェクトでの知見を加味して実務作業のプロ

セスを定義し，要求工学プロセスを対応づけることで，

超上流工程のプロセスの可視化を図った．

要求工学プロセスを遂行する技法は，日立グループで

実績のある技法を中心とし，作業ガイドとして手順やノ

ウハウを文書化した．

3.2　プロセスの可視化 ～共通フレーム2007対応の拡充
HyThologyのプロセスモデルは，さまざまな企業のプ

ロジェクトをベンチマークし，先進プロジェクトでのベ

ストプラクティスを反映して策定した．ベンチマークの

対象は，企業規模としてはメガバンクから大企業や中堅

企業，業種としては金融業，製

造業，販売業，超上流工程を成

功させた15社である．これら

プロジェクトの特徴を，図 6に

示す .

これらの成功事例でのノウハ

ウを踏まえ，超上流工程の作業

プロセスをプロセスモデルとし

て定義した．図 7に要件定義工

程の例を示す．

共通フレーム 2007に沿った

作業プロセスと要求工学プロセ

スを融合させるため，共通フレ

ーム 2007の企画工程と要件定

義工程のプロセスから，AsIs分析作業（現行業務・シス

テムの分析と課題の抽出），ToBe検討作業（業務改革の

実現イメージ検討，方針策定，要求定義）を，REBOK

での要求工学プロセス（要求獲得，要求分析，要求仕様

化，検証・妥当性確認）に対応づけた．そしてビジネス

要求→システム要求→ソフトウェア要求と要求が段階的

に具体化するプロセスとして設定した（図 8）．

3.3　技法の可視化
超上流工程での作業プロセスは，共通フレーム2007

に沿って可視化を行った．しかし，共通フレーム2007

などのプロセスモデルは，目的やゴールを達成するため

の一連の作業を示してはいるが，その作業を達成する手

段は表現していない[2]．超上流に関する課題の多くが

この手段が明らかでないことに起因する．HyThologyで

は作業プロセスとREBOKの要求工学プロセスでの技法

図 6　要件定義工程での特徴

図 7　要件定義プロセス構成イメージ

1) ステークホルダ要求（利害関係者要件）を要件定義書
として文書化し，プロジェクトで実現すべき要求の
ベースラインを定めること

2) 要求の内容とスコープに関して合意形成を図ること

3) 特にエンドユーザの要求を獲得・分析し，
業務フローの明確化を行うこと

4) UX（人間中心設計）の観点から，
画面遷移やUIガイドラインの承認まで実施すること

5) システム要求の定義，特に非機能要件は積極的に
要求を引き出すこと
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をマッピングし，活用すべき技法を明確にした（図 9）． 

日立グループには，（株）日立コンサルティングが活

用するコンサルティング技法として，HIPLAN（Hitachi 

Integrated Planning Procedure for Information Systems）が

ある[12]．これは事業戦略レベルから個別業務レベルま

での要求を明確化するための方法論である．当社におい

てもHIPLANはさまざまなプロジェクトで実践されてお

り，その活用を鑑みHyThologyの技法にベストプラクテ

ィスを取り入れている．さらに，最近の機能中心から

人間中心へのニーズの変化に対応すべく，人間中心設

計（UX：ユーザ・エクスペリエンス）技法を加え，エ

スノグラフィ調査，ペルソナ法，ユーザビリティテステ

ィングなどの具体的な手順をガイドとして提供している．

HyThologyは，実務の作業プロセスと超上流（要求工学）

の技法をREBOKの要求工学プロセスを経由して対応づ

けることで，活用すべき技法を明確にした実践しやすい

方法論である．

4．HyThology の概要

HyThologyは，IT中期計画策定プロセスからシステム

企画プロセス，要件定義プロセスについて，日立ソリュ

ーションズおよび日立グループの実践から得られた技法

および人間中心設計などの当社の強みとする技術を，要

求工学知識体系REBOKに基づき体系化したものである．

これまで，個々の部門で蓄積したノウハウや個人の経験・

スキルで進められてきた超上流工程を標準化し，方法論

のみならず，作業ステップ，成果物を作るためのワーク

シート，成果物のサンプルを整備している．HyThology

の構成を図 10に示す．

図 8　共通フレーム 2007 と要求工学の対応づけ 図 10　HyThology の構成
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技法の源泉
●要求工学の技法：REBOK＋BABOK
●コンサルティング技法：HIPLAN（IT戦略策定～業務プロセス設計まで）
●UX，人間中心設計（COMMONDATION-UA，Exアプローチ）
●ベストプラクティス：技法ガイド，事例

Ⅲ章 プロセス･ステップ

Ⅳ章 知識・スキル

Ⅴ章 ワークシート･サンプル

Ⅲ.2.2(3) 課題分析 1/3

14

＃ 入力成果物 作業名と内容 出力成果物 テクニック・手法

1

― ■要求・要件の引き出しと整理

• 顧客の要求・要件を要求引き出しの技法を使って抽
出する。

• 抽出した要求・要件をビジネス要求、業務要件、機

能／非機能要件、制約事項等に分類して整理する。
また、それぞれの対応関係を明確にする。

• 要求および要件の整理においては、類似のものを
グルーピングしたり、大分類、中分類、小分類に分

ける等、構造的に整理する。
• 機能的な要求・要件だけではなく、非機能的な要

求・要件についても整理する。
- システム利用者の範囲
- システム停止時間帯

- システム稼動状況の監視
- 利用不可になった場合の影響範囲

- 利用不可になった場合の業務への影響度合い
- バックアップ頻度、等

• 関連する業界標準、法令などが存在する場合には、
規定で定められた内容および規定のレベル（「必
須」「推奨」「任意」）を確認する。

02-03-001

要求・要件一覧

Ⅳ.1 .2

問題・課題分析
Ⅳ,1.6
要求引き出し

Ⅳ.2 .2
思考技術と文書化

ステップの目的と概要

• 顧客の要求および要件を引き出して整理する。

• 要求・要件から問題・課題を分析し、課題実現のための施策や仕様検討の前提となる要件を整理する。

• システム化により解決すべき主要な課題とその実現方法を設定し、課題実現イメージを作成する。

• 必要に応じてRFIを作成し、課題実現のための適用技術、実現方式等に関する情報の提供をベンダに
依頼する。

留意点

知識・スキル例

ステップ例

11

原因として確認

された事象

【原因】

影響として発生して
いる事象

影響を発生させる他の原因

として確認された問題点

問題点1

初期設定された
問題点付箋

問題点６ 問題点７

原因

原因

原因

影響影響

問題点 問題点 原因

原因

原因

原因

原因

手順④
影響を発生させる他の原因が考え

られる場合に付箋を追加する。また、
逆に原因に対して他の影響が考え
られる場合にも付箋を追加する。

手順③
「見出しカード」の付箋を基点として、その

問題を引き起こしている「直接的な原因」を
右側へ掘り下げる（付箋を追加する)。対策

可能なレベルまで展開する

手順⑥

解決ポイントとなる
「本質的原因」を特定する

課題３

課題１

課題２

手順⑦

選択した原因に対してこれを解決す
るための課題を設定する(本質的課

題) 

手順②
「見出しカード」の付箋を基点として、その
問題の結果生じる「直接的な影響」を左側

へ展開する（付箋を追加する)

手順⑤
因果関係のある付箋を

線で結ぶ

7.2 問題関連図の作成手順

手順①
「問題の洗い出し」で整理した「見
出しカード」を、書かれている内容
のレベル（粒度）を意識して模造

紙に配置する

問題点２

【影響】

階層１作業 階層２作業 成果物

Step1 事前作業

各拠点の概要情報収集 拠点資料

対象拠点・対象業務等のスコープ設定 キックオフ資料（部分）

実施スケジュールの検討 キックオフ資料（部分）

ワークショップ出席者選定 キックオフ資料（部分）

お客様側日程調整

弊社側日程調整

キックオフ資料作成 キックオフ資料（完成）

事前ミーティング、キックオフ会

Step2 現状調査

議論のベースとなる現状業務フロー図（想定）作成 現状業務フロー図（想定）

ワークショップ事前準備

現状業務と問題点をワークショップ形式でヒアリング
現状業務フロー図（暫定）
問題点/ニーズ一覧表（暫定）

現状業務フロー図作成 現状業務フロー図（完成）

問題点/ニーズ一覧表作成 問題点/ニーズ一覧表（完成）

問題関連図（想定）作成 問題関連図（想定）

現状調査まとめミーティング

Step3 問題点整理

ワークショップ事前準備

現状業務の問題点をワークショップ形式で分析 問題関連図（暫定）

問題関連図作成 問題関連図（完成）

Step4 課題/解決策検討

調査結果からの課題分析 業務課題一覧表

解決策の実現方法 目的樹木図、施策一覧

新業務概略フロー図作成 新業務概略フロー図

新システムイメージ図作成 新システムイメージ図

課題/解決策まとめミーティング（施策優先度の検討） 施策優先度

Step5 改善計画作成

課題解決に向けたロードマップ作成 ロードマップ

システム化費用の概算見積り お見積書

システム化費用対効果の試算 費用対効果試算表
最終報告書の作成 最終報告書

最終報告会

ワークシート例

REBOK, BABOK
HIPACE, HIPLAN
COMMONDATION
CMMI, PMBOK
etc.

Ⅰ章 目的・背景

Ⅱ章 概説

目次

Ⅵ章 リファレンス情報
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4.1　HyThology の主な特長
HyThologyの特長は，次の3点である．

4.1.1　要求工学知識体系 REBOK への対応

業界に先駆けてREBOKに対応することで，体系化さ

れたプロセス・技術により，ステークホルダのさまざま

な要求を合理的に定義し，真に価値のある ITシステム

を提供することが可能となる．筆者らは，JISAが主導す

るREBOK策定の取り組みに早期から参画している実績

を活かし，業界に先駆けてHyThologyをREBOKに対応

した．

4.1.2　多様な技法に対応したプロセス

超上流工程では，ステークホルダの要求を明らかにす

るために，状況に応じた最適な技法（アプローチ）を採

る必要がある．HyThologyは，一般的に用いられる論理

的分析アプローチや人の感性・感覚に着目した人間中心

設計のアプローチなど，多様な技法を組み合わせて超上

流プロセスを実施できるように構成されている．論理的

分析アプローチの技法としては，因果関係を整理して体

系的に問題を洗い出す問題関連図などを採用し，人間中

心設計のアプローチでは，インタビューや観察により仮

説を導き出すエスノグラフィ調査などを採用している．

技法を組み合わせて要求定義を行う例を図 11に示す．

4.1.3　プラクティスオリエンテッドな手法
蓄積してきた現場のノウハウを手法に反映させること

で，ワークシートやサンプルを揃えた実践ツールとして，

現場で活用できる内容にしている．

5． HyThology の実践

HyThologyの実践手順を要件定義工程でのプロジェク

ト計画を例に説明し，実践にあたり生じた課題を2点紹

介する．

5.1　HyThology の実践～プロジェクト計画
要件定義を実施するにあたっては，要件定義工程を1

つのプロジェクトとして，プロジェクト実行計画を作成

する．作業の流れを図 12に示す．

計画作業はユーザ企業とベンダが協働で実施し，承認・

推進はユーザ企業が行う．要件定義工程で要求定義の品

質を確保しスケジュールを守るためには，プロジェクト

で実施するプロセスと作業（アクティビティ，成果物）

やステークホルダとその役割分担，プロジェクト遂行上

のポリシーを，文書として関係者で共有することが必要

である．要求定義の品質は，プロジェクトの参加者・適

用する技術・実施プロセスのいわゆる「品質トライアン

グル」に大きく影響を受ける．プロジェクトの特性（目

的，体制，対象スコープなど）に合わせてHyThology

のプロセスと技法をテーラリングし，標準WBS(Work 

Breakdown Structure)を基にプロジェクト実行計画を作成

する．

5.2　業種により異なる超上流プロセス
プロジェクトでは，ユーザ企業の作業体制・推進方針

に沿って，ユーザ企業とベンダの作業分担を定義する．

複数のプロジェクトでの適用状況を分析すると，業種お

よび企業規模やユーザ企業での IT部門の体制などから，

作業分担が大きく異なることが明らかになった．

金融機関や大規模な IT 部門を自社内に抱えるユ

ーザ企業では，最も分業化が進んでいた．IT 部門

は PMO(Project Management Office) と し て の 全 体 調

整とシステム要求・非機能要求のまとめを行い，業

1. 観察による現状の把握
人間中心設計

エスノグラフィ調査

2. 問題の所在を明確化

親和図法

論理的分析（一般手法）

3. 問題の構造から課題を抽出

問題関連図

論理的分析（日立独自手法）

要求獲得

要求分析

要求分析

⑨検証・妥当性確認・評価

⑧プロジェクト推進

⑦スケジュールの具体化

⑥ポリシーの整備

⑤役割分担

④WBSの定義，成果物の定義

③要求定義のアプローチの検討

②プロジェクト特性の確認

①プロジェクトの目的，ゴールの共有と文書化

図 11　技法の組合せ例 図 12　プロジェクト計画策定の流れ
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務部門が業務要求を定義，IT ベンダがシステム要求

の具体化と実現可能性の検討・ソフトウェア要求の

定義，要件定義書などのドキュメント作成を行って 

いる．

製造業・流通業のユーザ企業では，要求定義の推進，

業務部門へのインタビューなどの要求獲得から要件定義

書のまとめまでを ITベンダが実施し，ユーザ企業の担

当者は社内調整を中心に担当する場合も多い．

公共系ユーザでは，システム開発における上下分離方

式によって，企画工程の実施者は開発作業を受注できな

い慣行があるため，他社が作成したシステム構想書に沿

って要件定義工程から別のベンダが開発作業を実施する

場合が多いことが明らかとなった．

HyThologyでは，要件定義プロジェクトのWBSとし

て，共通フレーム2007に準じて，ユーザ企業視点で必

要な作業項目を定義している．業種・ユーザ体制により

WBSの項目分担を調整することで，異なる業種にも対

応することが可能となった．

ITベンダにおいて，超上流工程

をユーザ企業・ITベンダが協働で

遂行するためには，超上流工程全体

のあるべき姿を理解しておくことが

必要である．それにより，幅広い業

種業容の超上流工程に対応できる．

HyThologyでは，共通フレーム2007

に沿って業務プロセスを規定したこ

とで柔軟性が確保できた．

5.3　人財育成
HyThology手法の実践にあたって

は，超上流のスキルと経験を備えた

人財の計画的な育成が必要である．

超上流工程での作業と必要なスキル，

経験を明確にし，全社で共有するた

めに，人財モデルを定義した．人財

モデルは IPAの策定した ITSS（ITス

キル標準）[10]に沿った高度 IT人財

とし，超上流専門 SEスキルレベル

を定義し，人財育成プログラムを開

発，多様な技法を実務に活用できる

超上流専門 SEの育成を組織的に推

進している．

超上流人財モデルの定義では，

REBOKなどを活用して超上流人財

の必要とするスキル，担当する業務，タスクとその達成

条件を定義することで，組織としての人財のあるべき姿

を可視化した．

5.3.1　人財育成プログラムの特長

我々は，ITSSの考え方を踏まえ，独自のHCM（Hu-

man Capital Management）管理手法を用い，自発的なキ

ャリアアップの取り組みとそのサポートを実施している

（図 13）．

これは，人財モデルに沿って社員自らがアセスメント

を行って現状を把握し，その結果を踏まえて育成／向上

計画を策定，実行した結果をアセスメントで確認すると

いうキャリア開発のPDCAサイクルである．超上流人財

モデルを策定することで，キャリアアップの目標が明確

になり，PDCAサイクルによる計画的な人財育成を実施

できる．図 14に超上流人財のアセスメント例を示す．

5.3.2　体系化した研修
社員の計画的なスキル獲得を目指し，体系的な育成プ

図 13　HCM 概要

図 14　超上流人財アセスメント例
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ログラムを開発し実施している．研修の内容はHyThol-

ogyで定義したプロセス･技術に沿って構成し，技術研

修のみならず超上流工程で必要とされるヒューマンスキ

ル研修も加えた体系化した研修としている（図 15）．

6．成果

HyThologyは，2012年4月に社内公開し，製造業，流

通業，社会インフラ，公共，金融など80プロジェクト

に技術を提供している．超上流研修は，2012年度末ま

でに100人が受講し，当初の2015年に500人の育成目標

を1,000人に上方修正して一層の組織力強化に取り組ん

でいる．HyThologyの適用を通して，ユーザ企業，社内

のニーズに対応する形で超上流関連のサービスを開発

しており，これらの施策は今後のHyThology適用プロジ

ェクトにも提供し，プロジェクトの早期立ち上げに活用

することとなっている．以下に3点についてその概要を

示す．

6.1　問題解決ワークショップの提供　～手法の有効性
の確認

企画あるいは要件定義工程を実施するにあたり，関係

者にHyThologyについての理解を得る必要がある．ドキ

ュメントの説明だけではその効果を見極めることが難し

いため，問題分析と課題整理の技法を体験する機会とし

て，問題解決ワークショップを無償で提供することとし

た．現実の課題などをテーマに，1.5日程度の簡易ワー

クショップを体験することで，関係者が手法の有効性を

確認した上で，実作業に臨むことができた．

6.2　カスタムメイド研修の提供　～現場（ユーザ，SE）
のスキル向上

HyThologyを活用する人財育成のニーズは，ITベンダ

のみならずユーザ企業の課題でもある．基幹業務システ

ムの全面的な更改を控えた企業の ITシステム部門から，

超上流のスキルを体系的に身につけたいとの強い要請が

あった．我々は，社内で実施している人財研修のコンテ

ンツ（項番4.3.2参照）から，ユーザ企業のニーズに合

うものを選択していただき，カスタムメイド研修（出張

講習）として実施することとした．ユーザ企業と ITベ

ンダが，お互いのスキル向上と技法や考え方を共有する

ことにより，より効率的に超上流工程を推進できる．

6.3　受注提案リスクチェック
HyThologyで成果を上げている施策の1つとして，入

札案件のRFP(Request For Proposal)をチェックすること

で，受注リスクの抽出と共有を実施している．HyThol-

ogyのプロセスをモデルとして，要求品質として確保す

べき条件をチェックすることで，要求記述の問題点に関

連するリスクを検討するものである．大規模開発案件か

らパッケージ適用システムまで2カ月間で5件の案件に

ついて，RFPやシステム企画書 ,要件定義書などの資料

を分析し，現場の事業責任者・担当責任者と検討会議を

実施した．チェックの観点を表 3に示す .

プロジェクトの状況や経緯にとらわれない第三者が要

求品質をチェックすることにより，現場で見過ごしてい

るプロジェクトリスクの気づきが得られ，有意義との評

価を得ている．このリスクチェック活動は，2013年度

より制度化するべく，チェックプロセスとチェックリス

ト，体制の整備を進めている .

6.4　プロセス成熟度の向上
REBOK に掲載されたソーヤによる

要求工学プロセス成熟度[13]に従って，

HyThology の開発と実践による効果を

表 4に示す．

HyThologyによりプロセスと技法を可

視化したことにより，ユーザ企業との協

働作業を進めるための超上流工程の全体

像の把握と，ユーザ企業の課題を理解し

解決するための基盤が実現できた．さら

に作業や技法の標準化を推進することで，

要求工学プロセス成熟度のレベル3：定

義されたプロセス（Defined）段階として，

超上流コア人財育成研修

システム構想
企画

要件定義

プロセス共通

HyThology
研修

HyThology
セミナ

ヒューマン・スキル研修

 

 
 

技
術
研
修

IT
中
計

シ
ス
テ
ム

企
画

要
件
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義

プ
ロ
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ス

共
通

図 15　超上流研修体系図
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組織的にプロセスと技法の改善に取り組むことが可能と

なった．

7．結論

HyThologyの適用を通して，ユーザ企業の方々から超

上流工程を遂行する上での迷いや悩みを数多く伺ってい

る．超上流工程を成功させる決定的な方法が明らかでな

く，成果に対する期待は高くなり，失敗した場合の影響

は大きくなっていくとのことである．多くの企業の IT

関連部門では，普段はシステムの運用や改修に追われて

いる．しかし超上流に取り組むには，従来とは異なった

プロセスやスキルが必要であり，短時間で効率的に対

応することが要求される．これらの課題の解決策の1つ

が，REBOKに整理されているような実績ある技法を活

用することである．HyThologyでは，共通フレーム2007

とREBOKという標準的な体系に沿って，日立グループ

の技術とベストプラクティスを体系化することで，さま

ざまな業種や業態に対応する柔軟性が実現できた．プロ

セスの成熟度に示したように，プロセス改善の基盤がで

きたことから，要求定義以外のビジネス・業種・ITア

表 3　リスクチェックの観点と対応

チェック観点 プロジェクトリスクへの対応（案）
・要求の関連性
・要求の整合性
・要求の十分性
・検証可能性
・工程定義・用語定義
・作業分担
・ステークホルダ・アクタ
・要求管理ポリシー

・提案書
・見積り
・サービス仕様書，契約書への記載
・プロジェクト計画への反映

ーキテクト・プロジェクトマネージャ支援などの専門領

域についても，成功事例の共有・改善と提供を効率的に

進めることができる．

我々は今後も IT中期計画プロセスの強化やサービス

適用の追加などHyThologyの拡充に努め，計画的に人財

育成を進めることで，ユーザ企業を一貫してサポート

するワンストップ・サービスの提供を推進する所存で

ある．
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表 4　要求工学プロセス成熟度の向上

レベル 2：反復可能プロ
セス（Repeatable）

Hythology適用後 適用前

標準的な要求文書が定義
されている

◎企画書，要件定義
書の充実：顧客視
点の追加

◯要件定義書

要求管理のポリシーや手
続きが定義されている

◎スコープ管理，プ
ロ ジ ェ ク ト QCD
観点の拡充

◯要求管理

ツールや技法を活用して
いる

◯要求獲得手法の可
視化

△部分的

ドキュメントは，スケ
ジュールに基づいて作成
され，高い品質が確保さ
れている

◯妥当性確認，上流
工程完了判定の徹
底

△最終成果物の
検証


